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川際建築再考
-神田川を対象として -
RECONSIDERATION OF RIVER-SIDE ARCHITECTURE
FOR THE KANDA RIVER
藤井健太
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法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
Since the ship's transportation declined in the Kanda River that existed since the Edo era, the razor shore 
rising along the river due to flood control, the landscape where people's activities were full of waterside, the 
shadow to watch has also disappeared. In this research, we aim to explore and propose alternatives of people 
and river, architecture and river interaction, without guardiac assumption.
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　建物の移り変わりが早い商業地—秋葉原において、建
物が移り変わっても、商業を裏で支えてきたインフラと
しての橋や鉄道橋は今も尚風景に溶け込み残り続けてい
ることを知った。その中で、江戸時代から存在していた
神田川は舟運が衰退して以降、治水上の理由から川沿い
にカミソリ護岸がそびえ立ち、人の活動が水辺に溢れて
いた往時の風景は、見る影もなくなってしまった。
 物流が水路から陸路に変わって以降、今まで見向きも
されてこなかった、そんな都市河川であるが、近年は観
光面と防災面で再び、日の目を浴び始めている。しかし
ながら、依然として川際は護岸によって、人の場から分
断されている状況にある。
２．研究目的
　かつては、上流は川沿いに田畑が広がり、下流は土蔵
や川岸、荷揚げ場など舟運と結びついた風景が広がって
いた都市河川、神田川。戦後、急激な宅地化に伴い上流
の田畑は消えてゆき、物流の主流が陸路になることで舟
運も衰退した。その後の神田川は治水上の理由から、上
流から下流まで一律に護岸で覆われ、水辺からは、かつ
て人と川がともにした営み、風景が消えていった。
　本研究では、護岸があることを前提とせず、護岸では
ない人と川、建築と川の関わり方のオルタナティブを探
り、提案することを目的とする。
(1) 神田川概要
　流路延長 24.6km、流域面積 105.0km2
　神田川は、東京都を流れる一級河川で、荒川水系の支
流である。
東京都三鷹市井の頭恩賜公園内にある井の頭池に源を発
し東へ流れ、隅田川に合流する。東京都内における中小
河川としては最大規模で、都心を流れているにも拘らず
全区間にわたり開渠である極めて稀な河川である。
かつては平川と呼ばれ、現在の飯田橋付近から現在の日
本橋川を通って日比谷入江に流れていたが、江戸幕府に
よる度重なる普請と瀬替えが行われ、現在の流路となっ
た。
(2) 建物が川に背を向けている理由ー治水
　神田川は、都市河川となった現在も溢水の危険をはら
んでいる。江戸期にも洪水による橋の流出や水道施設の
破壊は頻繁に発生していた。しかし戦後は流域の急激な
都市開発に河川改修が追いつかず、保水や遊水の機能が
低下していた。
現在神田川は流域の市街化率が全国でトップの 97％（平
成 21 年度時）にも達し、両岸に家やビルが立ち並ぶ状
況により、川幅を広げたり広い河川敷を作ったりするこ
とができず、治水上の必要性もあり、1970 年代には神
田川全域は深い直立護岸になった。そのため、川に近く
ことができなくなった。
(3) 建物が川に背を向けている理由ー衛生
　高度成長期には都市化の進展により、人や工場が増
えて、生活排水や工業廃水が川に流れ込むようになり、
神田川も汚い時代が続いていた。1964 年（昭和 39 年）、
１．研究背景
３．神田川について
新宿区内に都の下水処理場（現：落合水再生センター）
ができると、川の状態が改善されていった。
現在、神田川下流部及び日本橋川の平常時の河川水量の
約 9割は、落合水再生センター・中野水再生センターか
らの再生水 となっています。しかしながら、神田川は
合流式下水道を採用しているため、大雨が降ると雨水吐
き等から汚水が河川に超流し、水質を悪化させる原因の
一つとなっている。
4.　敷地
(1)SITE.1　善福寺川合流地点
　ここは、神田川と善福寺川が合流する地点である。二
本の河川が合流するため、水量が増加する部分であり、
地形的にも谷地となっている。
以前は田畑であった地域だが、戦後の宅地化により、地
表がアスファルトやコンクリートで舗装され、もともと
あった保水や遊水の機能が低下した。
カミソリ堤防
護岸は、豪雨という非常時のために設けられたものであ
るが、ハザードマップを見るとこの地帯は、1.0~2.0m
浸水すると予想されている。
日頃から、人と川を分断しているにも関わらず、非常時
に対処できているとは言えない状況になっている。
(2)SITE.2　飯田橋高速道路脇
　ここは、神田川に外堀が合流する地点の下流部であり、
昔は対岸に市兵衛河岸という河岸があった。昌平橋との
間を往復する客船の船着場があった他、東京砲兵工廠が
あったころは、工廠用の貨物が揚げ下ろしされる物揚場
があった。現在は、北側頭上を首都高速道路が通ってお
り、南側は中央・総武線の鉄道が擁壁上を通っている。
汽水域
神田川下流は感潮河川で汽水域となっている。
汽水域（きすいいき）とは、河川・湖沼および沿海など
の水域のうち、汽水が占める区域である。汽水は淡水と
海水が混在した状態の液体を指す用語である。
神田川は、潮の満ち引きにより現在の江戸川橋あたりま
で海水が遡上してくる。
(3)SITE.3　マーチエキュート神田万世橋
　ここは、江戸五街道のひとつ、中山道が通っている。
江戸時代には、江戸城の北東の入り口としての役割が大
きく、寛永寺への参拝路「御成道」の出口にもなってい
たため、現在の万世橋と昌平橋の中間部分に筋違橋門と
同時に見附が整備されていた。
また、神田川は隅田川を通じて近郊から物資を輸送する
荷船が行き交い、その河岸にはさまざまな物資が荷揚げ
された。なかでも現在の万世橋周辺は、その中心的役割
を担っており、筋違橋の西側にあった昌平河岸は隅田川
をつたって上流から運ばれた薪や炭が多く荷揚げされ、
筋違橋の東側の佐久間河岸は古くから材木が多く荷揚げ
されており、水運の一大拠点であった。
5.　提案
(1) 川際のオルタナティヴとしての都市型スーパー堤防
　スーパー堤防は堤防の幅が非常に広いため破堤を防ぐ
ことができる。しかし、神田川沿いは様々な建物が密集
しているため、スーパー堤防をつくるための土地が確保
できない。そこでまず、神田川沿いの道と建築敷地を入
れ替える。川沿いに引き寄せた敷地を階段状に削り、川
への近接性を高める。川沿いに橋を架けるようにして、
人工地盤を浮かす。道から川へ視線を通すために、人工
地盤の断面を変形させる。場所によっては、人工地盤下
から、川に対しての視界を開放的にするために、人工地
盤の断面を異なる変形のさせ方をする。人工地盤上には
異なる大きさの独立住宅群を、それぞれが庭を持つよう
に建てる。これにより、川への近接性を高めつつ、川沿
いに住まうことができる。
図 1　陸と川を分断する護岸 図 2　合流式下水道
図 3　敷地入れ替え前
図 4　敷地入れ替え後
(2) 二枚貝を用いた水質浄化サイクル
　二枚貝は、濾過摂食を行いリンや窒素化合物といった
浮遊有機物や植物性プランクトンを食べることで、水を
透明にし、水質バランスの悪化を防ぐ働きをする。こう
して二枚貝が摂取した有機物は、一時的に貝の中にス
トックされているだけなので、取り除けたわけではない。
そこで、濾過摂食を行なった貝を砕き肥料として活用す
る。二枚貝が取り込んだ窒素化合物は肥料の三要素の一
つに数えられているため、肥料としての効果は高い。こ
うして作った肥料は、ビルの屋上を屋上菜園として借り
ることで、栽培に利用する。屋上菜園は、川沿いに立つ
ビルの平均的な高さの屋上に設け、それより低いビルは、
ビルの上空に橋を渡して通過動線とし、高いビルは一部
を削り取り、ロッジアのようにして利用する。
育てた野菜は、飲食店で提供し、売り上げの一部を貝の
養殖の資金に回す。
図 6　既存敷地断面
図 8　操作 1-1
図 10　操作 1-2
図 12　操作 1-3
図 7　スーパー堤防断面
図 9　作用 1-1
図 11　作用 1-2
図 13　作用 1-3
図 14　二枚貝を用いた水質浄化サイクル -ダイアグラム
図 5　SITE.1　善福寺川合流地点
(6) 浮き桟橋を用いた時間性
　川沿いに遊歩道を設置し、一部を浮き桟橋にする。こ
れにより、潮が引いている時は動線として使え、潮が満
ちた時は川へ突出した開けた空間となる。
ｖ
図 15　SITE.2　飯田橋高速道路脇
図 11　陸と川を分断する護岸 図 12　合流式下水道
図 16　マーチエキュート神田万世橋前
(3) 水没スペース
　水辺への近接性を高めるために、ビルの地上階にある
駐車場を川に向かって階段造成をする。複数のレベルを
設定することで、潮の干満で水没する箇所とそうでない
箇所をつくり、時間による移ろいを空間に与える。
(4) 川側外部スペース
　ビルの地上階でテナントになっている部分の川側に外
部スペースをそれぞれ作り、それらをつなげることで、
今はただ横並びに立って、独立しているビル内の活動が
川際空間を仲介として連携することが可能となる。
こうすることで、川際は憩いの空間になると同時に、新
しい創造の場となる。
(5) 舟運リヴァイヴァル
　SITE.2 と SITE.3 にレンタルサップステーションを設
ける。かつて客船が行き来していた河川空間を体験する
ことができる。
(6) 浮き桟橋を用いた可変スペース
　川沿いに遊歩道を設置し、一部を浮き桟橋にする。こ
れにより、潮が引いている時は動線として使え、潮が満
ちた時は川へ突出した開けた空間となる。
　本提案は、都市河川と建築の関わり方の一つのモデル
であり、建築と土木の領域を横断した建築のモデルでも
ある。現在の設計行為は、現存する枠組みの中だけで行
われている。しかし、その前提となっている枠組みを疑
い、問い直すことで新たな建築的試みの糸口が見えてく
るのではないだろうか。今回は、治水という大義名分で、
一律に川を覆っていた護岸を再考することで、超えるべ
き建築の枠組みの一端を垣間見ることができたのではな
いかと思う。
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図 17　階段造成 -干潮時
図 19　浮桟橋 -干潮時
図 18　階段造成 -満潮時
図 20　浮桟橋 -満潮時
6．結
